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第 1 章  本研究の背景と目的  
第 1 節  障害者家族に関する問題  
 障害者家族は家庭で発生する諸問題だけでなく，地域社会との関わり
の中でも様々な問題に直面し，心理・社会的ストレスを負っている  (e.g., 





障害者家族と健常児をもつ家族のストレスを比較した Kazak & Marvin 
(1984) は，障害者家族の方がストレス度は高いが，家族の凝集性が高い
とストレス対処をうまく行っていることを示した。また，障害者の療育
や日常生活のケアで家族の結合が深まることもあり  (中村 , 2011)，障害
者から受ける影響は必ずしも否定的なものばかりではなく，肯定的側面
も含めて捉える必要がある  (Simeonson & McHale, 1981)。さらに，家族
のライフサイクルに応じて障害者家族の問題をみる必要性があることか
ら  (河野 , 2005)，家族成員の発達段階にも着目する必要がある。  
第 2 節  障害者のきょうだいに関する研究の動向  
 高齢化した親の代わりに，もしくは親亡き後の障害者の世話を担う存
在として，兄弟姉妹に注目が集まるようになった  (e.g., Hodapp, Glidden, 
& Kaiser, 2005)。以下，本研究では，障害者の健常な兄弟姉妹をきょう
だい，障害のある当事者を同胞と表記する。きょうだいは一般的な兄弟
姉妹より不適応的な問題を抱えやすく  (e.g., McHale & Gamble, 1989)，家
族間葛藤がきょうだいの適応問題に影響を与え (e.g., Davis & Cummings, 
1994)，家族システムの満足度がきょうだい関係の思いやりと葛藤に関連
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第 3 節  障害者の母親ときょうだい間の葛藤に関する研究の動向  
 障害者の母親研究は，障害受容に関する研究を中心に多くなされてき
たが，母親ときょうだいに関する研究は少ない。在宅重症心身障害児者
の母親の困り事などを調査した小宮山ら  (2008) は，母親なりにきょう
だいを理解して対応しようとしているが限界があり，罪悪感やネガティ
















(研究 1-1, 2-2)，②きょうだいの心理的葛藤の意識的側面  (研究 1-2) と無
意識的側面  (研究 2-1, 2-3) の検討，③②によるサブシステムのタイプに
よるきょうだいの心理的葛藤の違いを検討  (研究 1-3, 2-4)，④母親が捉
えるサブシステムの特徴と，きょうだいの心理的葛藤と母親が捉えるき
ょうだいの葛藤のズレについての検討  (研究 3-1, 3-2)。  
 
第 2 章  母子関係と同胞関係の関係性からみたきょうだいの心理的葛藤  
: 半構造化面接による意識的側面の検討  (研究 1) 
第 1 節  母子関係と同胞関係のサブシステムの類型化  (研究 1-1) 
1. 目的 きょうだいと母親の母子サブシステム  (母子関係 ) と，同胞サ
ブシステム  (同胞関係 ) を類型化し，その特徴を検討する。  
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2. 方法 (1) 対象者 Z 県の障害者団体の家族会に所属するきょうだい
18 名  (男性 3 名 , 女性 15 名，平均年齢 22.8 歳 )。同胞の障害は脳性麻痺  
(n=10)，筋ジストロフィー，ダウン症等であった。 (2) 手続き 個別の
半構造化面接を実施した。 (3) 調査内容 幼児期から現在に至る母親と
同胞との関わりについて。 (4) 分析方法 母親および同胞との関わりに
関する語りを抽出し，切片化した語りを発達段階に沿って並べてラベリ
ングした  (一致率は母子関係 88.9%，同胞関係 89.0%)。次に，対象者ご
とに関係性の変容のラベリングを行い，全対象者の関係性の変容からサ




わせた結果，7 類型に分類された  (Table 1)。  
Table 1 
きょうだいからみた母子関係と同胞関係を合わせたサブシステムの類型化 




















































Figure 1. きょうだいの心理的葛藤様態とその変容モデル。  
注 ) 横軸は発達段階を，網掛けは肯定的関係性のきょうだいの推移を示す。  
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第 3 節  母子関係と同胞関係のサブシステムからみたきょうだいの心理
的葛藤の様態  (研究 1-3) 
1. 目的 きょうだいの心理的葛藤様態とその変容が，サブシステムによ
って違いがあるのかを検討する。  
2. 方法 (1) 対象者 研究 1-1 と同様。  (2) 手続き 研究 1-1 と同様。 








第 3 章  母子関係と同胞関係の関係性からみたきょうだいの心理的葛藤  
: TAT による無意識的側面の検討  (研究 2) 
第 1 節  健常大学生と比較したきょうだいの無意識的な心理的葛藤の特
徴  (研究 2-1) 
1. 目的 主題統覚検査  (Thematic Apperception Test; TAT) は，過去・現
在・将来に至る物語から，被検査者のパーソナリティ特徴を掴み，他者
との関係性とそこで生じる葛藤を汲み取ることが可能な心理検査である。
本研究では TAT を実施し，きょうだいの TAT 物語から，無意識的な心理
的葛藤が非きょうだい群とどのように性質が異なるのかを検討する。  
2. 方法 (1) 対象者 研究 1 と同様  (Handicapped Siblings, 以下 , HS 群 )。
統制群は，健常な兄弟姉妹をもつ大学生 19 名  (Non Handicapped Siblings: 
以下 , NHS 群 )。平均年齢 19.9 歳。 (2) 手続き TAT 図版はマレー図版 7
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枚 (1, 2, 3BM, 6BM, 7GF, 13B,14) を用いた。(3) 分析方法 各図版の反応
分類枠  (鈴木 , 1997) に基づき，両群の反応の着眼点別に出現率を χ2検定
および Fisher の直接確率法で比較した  (一致率は 92.3%)。  
3. 結果と考察 HS群は NHS群よりも図版の人物の無意識的状態を捉え
る傾向が示された  (たとえば図版 13B, χ2(1) = 9.75, p < .01)。無意識的
状態が悩みや悲しみ等，否定的なものほど共感することが推察された。  
第 2 節  無意識的母子関係と無意識的同胞関係のサブシステムの類型化  
(研究 2-2) 
1. 目的 きょうだいと母親の関係  (以下，無意識的母子関係 ) ときょう
だいと同胞の関係  (以下，無意識的同胞関係 ) を検討する。  
2. 方法 (1) 対象者 研究 1と同様。(2) 手続き 研究 2-1と同様。(3) 分
析方法 対象者ごとに物語の系列的な流れから無意識的母子関係と無意
識的同胞関係を分析し，全対象者を総合して類型化を行った  (一致率は，






(n=7) が示された。TAT 図版には，「内在化された人間関係世界」 (齋藤 , 
1973) が投映されることから，後者のきょうだいが捉える無意識的関係
性は，実際の関係性とは異なることが推察された。  




2. 方法 (1) 対象者 研究 1と同様。(2) 手続き 研究 2-1と同様。(3) 分
析方法 ①時間的広がり，②葛藤状態  (欲求・圧力の関係 )，③葛藤の解
決方法に着目し，反応カテゴリに沿った分析  (鈴木 , 1997)，情報分析枠  
(藤田 , 2001)，力動的分析  (西河 , 2008) を参考に分析した  (一致率 83.3%)。 
3. 結果 ①時間的広がり：過去や将来が欠落し，時間的広がりが乏しい





第 4 節  無意識的な母子関係と同胞関係のサブシステムからみたきょう
だいの無意識的な心理的葛藤の様態  (研究 2-4) 
1. 目的 無意識的母子関係と無意識的同胞関係別に，葛藤の解決型およ
び欲求・圧力の特徴について検討する。  
2. 方法 (1) 対象者 研究 1 と同様。(2) 手続き 研究 1，2 と同様。(3) 
分析方法 研究 2-2，2-3 を元に，関係性別に対象者を分類した。  
3. 結果と考察 無意識的母子関係と同胞関係ともに「非受容的関係」の  
者は葛藤回避型に，そのどちらかが「非受容的関係」の者は，葛藤回避




第 4 章  母親からみたきょうだいと同胞との関係性および  
きょうだいとの認識のズレに関する研究  (研究 3) 
第 1 節  母親からみた母親ときょうだい，母親と同胞との関係のサブシ
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2. 方法  (1) 対象者 研究 1 の対象者のうち同意を得た母親 13 名。平均
年齢 54.2 歳。 (2) 手続き 研究 1 と同様。 (3) 質問内容 同胞ときょう
だいに関する気持ち等。 (3) 分析方法 研究 1-1 と同様。母親からみた
視点に変更してカードを切片化した  (類型化の一致率は，母子関係





れる。Table 1 と比較した結果，約 6 割のきょうだい (n=8) が一致して








2. 方法 (1) 対象者 研究 3-1と同様。(2) 手続き 研究 1と同様。(2) 質



























問内容 研究 3-1 と同様。 (3) 分析方法 母親のきょうだいおよび同胞
に関する語りを切片化してラベリングした  (一致率 83.8%)。次に，研究
1-2 の結果から，母子ごとに相違がみられる点について比較した。  
3. 結果と考察 【障害受容】では，きょうだいに〈障害の説明はしてい
ない〉母親は，「だんだん分かって来るんじゃない？」 (事例 A) と楽観
視していたが，きょうだいなりに〈障害の重篤化を理解できない〉葛藤
を抱えていた。【将来の不安】では，母親は〈将来は施設入所へ〉という
方向性を決めているが，〈将来は  (同胞 ) を助けてほしい〉期待もあり，
きょうだいは【将来の不安】を漠然と感じていることが推察された。  
 
第 5 章  総合考察  





の要素によって分類でき，発達段階による変化がみられた  (研究 1-1, 
3-1)。また，サブシステムの無意識的側面と意識的側面が異なる場合，
家族間葛藤の存在が推察された (研究 1-1, 2-2)。心理的葛藤は，意識的側
面では同胞の現実場面に関するきょうだいの葛藤が発達段階ごとに変化
し，肯定的関係性のきょうだいは葛藤体験を自身の人生に積極的に生か
していた  (研究 1-2, 1-3)。無意識的葛藤には家族関係，対人関係，アイ
デンティティの葛藤があり，無意識的関係性で否定的な感情が強い場合，





お互いの思いやりを指摘した松岡・井上  (2002) の知見を支持したとい
える。きょうだいの母子サブシステムの在り方，葛藤の体験様式や葛藤
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